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【目  的】 
医学教育に用いられる成人学習理論を応用し、NICU 看護師を対象とした早産児・
ハイリスク新生児への相対的医行為を含む教育プログラムを開発し、教育効果を評価し
た。            
【対象および方法】  
NICU で 2 年以上勤務する看護師 32 名を二群に分け、介入群に Problem-based 
learning 及び Team-based learning を含む 5 日間の教育プログラムを実施した。研修前
後に新生児医療の学識を問う筆記テスト、足底採血と手背からの静脈採血及び末梢
静脈路確保の実技テスト、医師と看護師の協働意識と職務満足度の尺度でデータ収
集し、二群間で比較した。介入群は 3 か月後と 6 か月後まで追跡し、群内での変化を検
討した。研修後の臨床実践の変化を明らかにするため、採血等の実施の実態調査と研
修１年半後に面接調査を行なった。  
【結  果】 























【結  論】 
新生児医療へのニーズが高まる中、看護の役割拡大は必須である。本研究では
NICU 看護師の役割を現行法範囲内で拡大し、人材活用するための教育プログラムを
試験的に開発し、一定の成果を得た。  
